
空
母
「
鳳
翔
」

伊
第
一
五
七
号
潜
水
艦

航
空
・
水
中
特
攻
隊
と
共
に
　 

兵
庫
県
　
池
野
安
一
　 

―
池
野
さ
ん
は
海
軍
の
空
母
と
潜
水
艦
の
勤
務
を
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
志
願
さ
れ
た
の
で
す
か
。

私
は
昭
和
十
七
年
、
満
十
九
歳
に
志
願
し
て
呉
の
海
兵
団
に

入
り
ま
し
た
。
乗
り
組
ん
だ
艦
は
大
正
十
一
年
建
造
の
日
本
初

の
航
空
母
艦
「
鳳
翔
」
で
し
た
。
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
を
積
ん

で
、
小
笠
原
と
沖
縄
の
中
間
で
訓
練
を
や
っ
た
。「
鳳
翔
」
は

戦
備
は
劣
っ
て
い
る
が
訓
練
艦
と
し
て
は
随
分
活
躍
し
て
い

た
。私

は
機
関
科
の
た
め
常
時
艦
の
底
に
い
た
が
、
時
々
甲
板
に

出
た
。
甲
板
で
は
、
艦
載
機
が
船
橋
に
激
突
し
た
り
し
て
、
発

艦
よ
り
着
艦
の
方
が
事
故
が
多
か
っ
た
。
甲
板
に
は
動
索
ワ
イ

ヤ
ー
が
二
、
三
本
張
っ
て
あ
る
。
艦
載
機
に
は
フ
ッ
ク
が
つ
い

て
い
て
、
そ
れ
を
引
っ
か
け
て
止
め
る
。

戦
闘
配
置
に
な
る
と
私
達
は
全
部
機
関
部
（
底
）
に
入
る
。

私
は
機
関
科
の
分
隊
長
の
伝
令
と
し
て
指
揮
所
に
い
た
。
そ
こ

で
航
海
日
誌
や
機
関
日
誌
を
全
部
書
く
専
門
部
署
だ
っ
た
。
機

関
科
の
者
は
、
敵
機
の
攻
撃
が
あ
っ
て
も
底
に
い
る
の
で
状
況

が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
味
方
の
犠
牲
を
後
か
ら
み
る
の

が
悲
し
い
。

沈
ん
だ
時
は
上
ま
で
上
が
っ
て
来
ら
れ
な
い
。
小
破
な
ら
い

い
が
、
大
破
や
沈
没
で
は
死
ぬ
こ
と
が
多
い
。「
鳳
翔
」
は
銃

爆
撃
は
受
け
た
が
大
き
な
損
傷
は
無
か
っ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
横
須
賀
工
機
学
校
へ
入
学
し
た
。
平
時

は
六
ヵ
月
だ
が
、
我
々
の
時
は
戦
時
体
制
で
四
ヵ
月
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
特
殊
兵
と
し
て
専
門
部
署
が
決
ま
る
。
続
い
て
十
月

一
日
、
工
機
学
校
か
ら
潜
水
学
校
へ
入
っ
た
。
潜
水
学
校
で
は

潜
水
艦
乗
員
と
し
て
訓
練
と
厳
格
な
勤
務
選
定
が
あ
る
。
上
官

も
部
下
も
身
を
一
つ
に
し
な
い
と
潜
水
艦
勤
務
は
で
き
な
い
。

今
と
違
っ
て
そ
の
時
の
操
行
は
手
で
や
っ
た
。
だ
か
ら
「
な
だ

し
お
」
の
事
故
を
思
う
と
今
昔
の
感
が
あ
る
。

潜
水
艦
で
は
一
人
の
叛
乱
者
が
出
れ
ば
乗
員
百
人
の
生
命
を



奪
っ
て
し
ま
う
。
上
下
心
を
一
つ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ

か
ら
他
の
艦
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
給
与
、
食
料
は
航
空
隊

以
上
で
あ
る
。
潜
水
学
校
を
出
る
と
、
勤
務
が
自
動
延
長
し
て
、

一
年
六
ヵ
月
の
義
務
年
限
が
あ
る
。

―
い
よ
い
よ
潜
水
艦
勤
務
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
何
号
の
潜

水
艦
に
乗
っ
た
の
で
す
か
。

昭
和
十
九
年
五
月
一
日
、
伊
号
第
一
五
七
号
潜
水
艦
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
伊
号
第
一
五
七
号
は
、
開
戦
時
か
ら
十
七

年
五
月
ま
で
は
伊
号
第
五
七
号
で
し
た
が
、
新
し
い
伊
号
第
五

七
号
が
竣
工
就
航
し
た
の
で
伊
号
第
一
五
七
号
と
な
っ
た
の
で

す
。
新
伊
号
第
五
七
号
は
海
大
三
型
で
、
排
水
量
千
六
百
五
ト

ン
近
く
あ
る
。
長
さ
百
一
メ
ー
ト
ル
、
速
力
二
十
ノ
ッ
ト
、
水

中
八
ノ
ッ
ト
、
十
二
セ
ン
チ
砲
一
、
魚
雷
発
射
管
は
艦
首
六
、

艦
尾
二
と
い
う
の
で
す
。

伊
号
第
一
五
七
号
の
前
歴
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
、
ア
ッ

ツ
島
玉
砕
時
の
キ
ス
カ
島
撤
収
に
も
参
加
し
た
。
そ
の
時
無
理

な
使
い
方
が
多
か
っ
た
た
め
か
故
障
個
所
が
多
か
っ
た
。
十
八

年
の
終
り
ご
ろ
か
ら
は
潜
水
練
習
艦
と
な
っ
た
が
、
十
九
年
四

月
二
十
日
、
第
三
十
四
潜
水
隊
と
な
り
、
実
戦
部
隊
（
第
六
艦

隊
）
と
な
っ
た
。

海
戦
は
大
艦
巨
砲
主
義
か
ら
、
主
力
は
航
空
機
と
潜
水
艦
と

な
っ
た
。
伊
号
第
一
五
七
号
は
四
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
五

日
の
一
ヵ
月
舞
鶴
に
い
た
の
で
す
が
、
米
軍
に
は
電
探
が
あ
り
、

日
本
潜
水
艦
が
出
港
す
る
と
直
ぐ
知
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
艦
に
ゴ
ム
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
そ
れ
を
防
い
だ
。

そ
の
後
、
艦
の
構
造
を
改
造
し
て
回
天
（
人
間
魚
雷
）
の
搭

載
艦
と
な
る
。
回
天
を
搭
載
し
て
特
攻
に
出
発
す
る
。
十
九
年

の
終
り
ご
ろ
、
黒
木
大
尉
や
二
科
大
尉
の
考
案
で
あ
る
。

―
「
回
天
」
特
攻
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
下
さ
い
。

「
回
天
」
は
丸
六
金
物
と
い
わ
れ
、
一
人
乗
り
で
自
由
自
在

に
人
間
が
操
縦
で
き
る
構
造
で
あ
る
。
長
さ
一
四
・
五
メ
ー
ト

ル
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
、
重
量
八
ト
ン
、
速
力
三
十
ノ
ッ
ト
、

航
続
距
離
二
千
四
百
メ
ー
ト
ル
、
炸
薬
一
・
六
ト
ン
は
頭
部
に

詰
め
て
あ
る
。

自
分
で
敵
の
艦
船
を
追
い
か
け
ら
れ
る
が
、
搭
乗
員
は
帰
還

で
き
な
い
。
搭
乗
員
は
予
科
練
、
予
備
学
生
が
主
で
、「
回
天
」

作
戦
参
加
者
は
二
千
人
余
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
散
華
し
た
人

は
百
四
十
四
人
と
覚
え
て
い
る
。



敵
艦
に
向
か
っ
て
第
一
回
特
攻
隊
が
出
発
し
た
の
は
、
昭
和

十
九
年
十
一
月
八
日
ご
ろ
と
思
う
が
、
四
国
・
九
州
を
基
地
と

し
て
本
土
決
戦
に
備
え
た
。

実
際
に
大
型
艦
船
を
沈
め
た
か
は
、

よ
く
判
ら
な
い
。

伊
号
第
一
五
七
号
か
ら
直
接
特
攻
隊
員
を
送
り
出
さ
な
か
っ

た
が
、
高
知
県
の
宿
毛
や
須
崎
の
基
地
か
ら
基
地
へ
と
送
る
役

目
を
し
た
。
訓
練
は
瀬
戸
内
海
の
徳
山
沖
で
や
っ
た
。
敵
が
内

海
へ
入
る
前
に
攻
撃
す
る
の
で
、
基
地
が
四
国
や
九
州
に
設
け

ら
れ
た
。

潜
水
艦
は
輸
送
の
み
で
な
く
、
敵
艦
も
攻
撃
す
る
が
、「
回
天
」

搭
載
の
場
合
は
潜
航
は
で
き
な
い
。
輸
送
中
幸
い
空
襲
を
受
け

な
か
っ
た
が
、
呉
軍
港
で
爆
撃
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
。
爆
撃

を
受
け
る
と
き
は
露
頂
潜
航
、
全
没
潜
航
で
な
く
海
底
に
沈
座

し
て
空
襲
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
呉
で
は
、
浮
上
し
て
み
た
ら
戦
艦

「
日
向
」
や
「
伊
勢
」
が
底
着
し
て
い
た
。
沈
座
し
て
い
る
時

は
泥
の
中
だ
か
ら
排
気
で
き
な
い
。
そ
の
時
は
呼
吸
が
困
難
に

な
る
。
空
気
の
味
を
は
じ
め
て
覚
え
た
。
深
呼
吸
し
た
あ
の
時

の
空
気
の
味
や
気
持
は
潜
水
艦
乗
り
で
な
け
れ
ば
判
ら
な

い
。

当
時
戦
況
は
悪
化
し
て
、
主
力
艦
艇
も
や
ら
れ
る
。
米
艦
が

近
海
ま
で
来
て
い
る
の
で
、
我
々
潜
水
艦
が
主
力
艦
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
最
後
の
行
動
、
七
月
十
二
日
か
ら
八
月
四
日
、
呉

を
出
発
、「
回
天
」
を
降
ろ
し
、
日
本
近
海
の
索
敵
行
動
を
続

け
た
。
こ
の
と
き
は
小
笠
原
ま
で
行
っ
た
の
で
長
期
行
動
と
な

り
、
食
料
、
燃
料
を
余
計
積
ん
だ
の
で
内
殻
九
メ
ー
ト
ル
、
そ

の
中
に
機
械
、
電
気
室
な
ど
あ
り
、
通
路
は
細
く
な
る
。
犠
牲

者
が
多
い
中
で
最
後
ま
で
生
き
長
ら
え
ら
れ
た
幸
運
の
艦
で
あ

る
。潜

水
艦
は
敵
の
雷
撃
以
外
、
艦
同
志
の
激
突
事
故
も
多
か
っ

た
。終

戦
と
な
っ
た
が
信
じ
る
者
は
い
な
い
、「
戦
争
継
続
、
一

兵
た
り
と
も
戦
う
」
と
い
う
ビ
ラ
が
撒
か
れ
た
。
我
々
も
や
る

と
い
っ
て
い
た
。
潜
水
艦
で
は
特
攻
「
回
天
」
を
運
ん
だ
我
々

だ
、
海
戦
で
、
空
戦
で
、
陸
戦
で
多
く
の
戦
友
の
死
を
こ
の
眼

で
見
て
い
た
の
だ
か
ら
。

一
死
以
っ
て
報
恩
の
誠
を
尽
さ
ん
と
我
が
艦
も
意
を
決
し
、

七
度
人
間
と
生
ま
れ
て
国
に
報
い
ん
と
決
意
し
た
の
で
す
。
「
回

天
」
菊
水
特
攻
隊
着
用
の
「
七
生
報
国
」
の
鉢
巻
を
今
も
持
っ



て
い
ま
す
。

戦
後
の
八
月
二
十
九
日
、
一
時
帰
休
、

九
月
一
日
、
即
時
帰
港
命
令
を
受
け
大
村
回
航
、

二
十
年
十
一
月
十
九
日
、
回
航
残
務
整
理
、
解
除
復
員
。

二
十
一
年
四
月
、
伊
号
第
一
五
七
号
海
没
処
分
。

こ
の
よ
う
に
し
て
私
も
復
員
。
潜
水
艦
も
処
分
さ
せ
ら
れ
、
私

の
戦
争
は
一
応
終
結
を
と
げ
た
。

ソ
ロ
モ
ン
「
せ
号
」
作
戦

必
死
の
機
動
舟
艇
隊
　 

北
海
道
　
高
橋
義
平
　 

―
高
橋
さ
ん
の
略
歴
を
見
ま
す
と
、
現
役
で
海
軍
に
徴
集
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
で
す
か
、
横

須
賀
海
兵
団
入
団
の
十
六
年
一
月
十
日
で
す
か
。

私
は
大
正
九
年
八
月
十
五
日
、
福
島
県
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
福
島
に
集
り
、
海
軍
の
人
に
引
率
さ
れ
、
東
京
品

川
の
旅
館
に
一
泊
し
て
海
兵
団
に
入
団
し
た
の
で
す
が
、
昭
和

十
六
年
一
月
十
日
で
し
た
。

海
兵
団
で
の
基
礎
教
育
を
終
っ
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊

は
四
月
十
五
日
、
そ
こ
で
三
等
機
関
兵
と
な
っ
た
の
で
す
。
海

兵
団
も
航
空
隊
も
訓
練
は
極
め
て
厳
し
く
、
海
軍
魂
も
基
礎
技

術
も
た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

―
十
七
年
二
月
に
、
第
二
号
艦
艤
装
員
付
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
戦
艦
「
武
蔵
」
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
は
筑
波
海
軍
航
空
隊
か
ら
、
有
馬
事
務
所
転
属
と
い
う
命

令
を
受
け
、
何
だ
か
判
ら
ず
指
定
さ
れ
る
ま
ま
長
崎
の
波
止
場

へ
行
き
ま
し
た
ら
、
海
軍
の
腕
章
を
し
た
人
が
い
て
、
転
属
し

た
私
と
も
う
一
人
は
ラ
ン
チ
で
対
岸
の
バ
ラ
ッ
ク
ヘ
案
内
さ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
は
長
崎
ド
ッ
ク
な
の
で
す
。
二
号
艦
と
は
戦
艦
「
武
蔵
」

な
の
で
す
。「
武
蔵
」
の
四
囲
は
棕
櫚
の
、
網
と
い
う
か
す
だ

れ
の
よ
う
な
も
の
で
覆
わ
れ
、
外
か
ら
は
見
え
ぬ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
有
馬
事
務
所
は
、
艦
長
有
馬
大
佐
の
名
を
と
っ

た
防
諜
名
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

「
武
蔵
」
の
建
造
は
極
秘
、
機
密
秘
と
い
う
か
、
親
兄
弟
に

も
絶
対
に
話
さ
ぬ
、
万
一
漏
洩
す
れ
ば
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
と




